
■碑で、故郷男鹿によみがえる 天野芳太郎

◇アンデス文明の研究に生涯捧ぐ

平成 4年秋、男鹿半島の脇本にひともとの顕彰碑が建てられた。寒風石の上台に、縦

1メ ニトル、横2メ ートル、幅 20メ ∵トルの御影石を載せたもので、《古代アンデス文

明の研究に生涯を捧げた最高の文化人 天野芳太郎生誕の地》と刻んでいる。ほとんど

郷里に顧みられることのなかつた先覚者が、こうして今やつと里帰りしたのである。

南来のベルーは1990年、日系人のフジモリ氏が大統領に就任、急に身近に感じら
れるようになつた。もともと日本とのかかわりは古く、1873年には中南米諸国のう
ちでは最も早く国交が開かれた国である。その 15年後には、最初の日本人移住者 79
0人がカリャオ港に到着している。これはブラジル移民より9年早い。1992年、ペ

ルーにはブラジルに次いで多い、約 8万人の日系人が住んでいる。

6割は商業に従事、 3割は農民だが、公務員、医師、弁護士など社会的に活躍してい

る日系人も結構多い。フジモリ大統領は別格としても、世界有数のチームとして注目さ

れる女子バレーが、日本人監督加藤明氏 (故人)によつて育てられたことは、平成元年

のジャパン・カツプでペルーが優勝した際にさんざん喧伝されて周知のことであろう。

唯一気がかりなことは、深刻な経済危機からなかなか立ち直れないで、テロなどによ

る社会不安がつきまとつていることである。

◇海岸で拾つた石斧 考古学への目覚めは少年時代

文化の面での貢献が大きく、ベルー共和国の文化功労勲章を贈られたほどの人物もい

た。故天野芳太郎氏がその人で、首都リマ市の名誉市民にも列ぜられ、故国日本では吉

川英治賞も受けている。天野氏の功績は、古代アンデス研究のかたわら多くの遺物を集

め、 1964年 にはリマ市の高級住宅街ミラフローレンス区の自宅に「天野博物館」を

開き世界各地からの旅行者にインカ帝国とその前後に栄えたベルー文化を紹介したこと

である。天野芳太郎 (以下敬称略)は、れつきとした秋田県人である。男鹿市脇本に生

まれ、県立秋田工業高校を卒業している。父吉治は土木関係の業者で、手広く県内各地

で道路開さく工事を請負つて仕事をしていた。母ナヲは同じ男鹿半島の旧南磯村双六の

菅原家の出。芳太郎はその長男として明治 31年 7月 2日に生まれている。

脇本小学校へ入学したものの、父が北海道で橋梁工事を請負つたことなどから、函館

と脇本を2度往復して転校し、結局は秋田市の中通尋常小学校・同高等小学校を卒業レ
ている。この間には父が石油事業へ手を出して失敗するということもあつたらしい。

考古学への興味は、ベルーヘ渡つてアンデス文明に触れるもつと以前、函館の高等科

の時代に、立待岬への途中の崖で4千年前の黒曜石の石槍を発見したことに端を発して

いる。のち秋田市将軍野で石鏃を、男鹿半島双六の御前落し近くでは石斧を採集した。


